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化
石
燃
料
（
石
油
、
天
然
ガ
ス

等
）
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
二

酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
等
）
の
排
出

量
の
増
加
は
地
球
温
暖
化
の
問
題

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
に
有
効

な
技
術
的
選
択
肢
と
し
て
、「
水

素
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
あ
り

ま
す
。
水
素
は
燃
や
し
て
も
水
に

な
る
だ
け
な
の
で
、
究
極
の
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
も
呼
ば
れ

ま
す
。
水
素
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

は
２
０
１
０
年
代
に
は
普
及
期
を

迎
え
る
と
期
待
さ
れ
、
大
学
、
国

等
の
公
的
研
究
開
発
機
関
に
よ
る

基
礎
研
究
だ
け
で
な
く
、
民
間
企

業
に
よ
る
産
業
技
術
開
発
が
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
だ
け
で

な
く
、
米
国
や
欧
州
で
も
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

大
洗
町
は
自
主
自
立
の
道
を
歩

ん
で
行
く
た
め
に
、
産
学
官
連
携

に
よ
る
既
存
産
業
の
振
興
・
新
産

意
見
交
換
を
行
い
、
将
来
の
水
素

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
展
望
す
る
と

と
も
に
、
得
ら
れ
た
展
望
を
大
洗

町
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

検
討
会
リ
ー
ダ
ー
は
、
社
団
法
人

日
本
原
子
力
産
業
会
議
原
子
力
シ

ス
テ
ム
研
究
懇
話
会
の
堀
雅
夫
氏

（
原
子
力
水
素
研
究
会
代
表
）
に

依
頼
し
ま
し
た
。
第
１
回
検
討
会

で
は
リ
ー
ダ
ー
か
ら
講
演
が
あ

り
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
と

利
用
方
法
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
の
将
来
像
、
日
本
・
米
国
・
欧

州
に
お
け
る
取
り
組
み
（
シ
ナ
リ

業
の
創
出
・
人
材
育
成
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
お
り
、
水
素
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
可
能
性
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
洗
町
に
立
地
す
る
日
本
原
子

力
研
究
所
大
洗
研
究
所
と
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
大
洗
工
学
セ

ン
タ
ー
は
、
原
子
力
の
多
目
的
利

用
の
一
環
と
し
て
水
素
製
造
に
関

す
る
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
原
子
力
を
熱
源
に
使
用
し
た

水
の
熱
化
学
分
解
に
よ
る
水
素
製

造
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
な

く
、
副
生
ガ
ス
と
し
て
酸
素
が
得

ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

平
成
18
年
４
月
に
茨
城
県
が
44

市
町
村
に
再
編
さ
れ
る
と
、
大
洗

町
は
可
住
地
面
積
が
最
小
の
自
治

体
に
な
り
ま
す
が
、
可
住
地
面
積

に
対
す
る
人
口
密
度
は
県
内
11
位

に
な
り
ま
す
。
大
洗
町
は
人
口
密

集
地
区
が
港
湾
に
近
接
す
る
特
徴

的
な
居
住
者
分
布
を
示
し
、
原
子

力
に
よ
る
水
素
の
製
造
・
流
通
・

利
用
を
含
む
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
シ
ス
テ
ム
概
念
の
好
適
地
と

言
え
ま
す
。
ま
た
、
大
洗
町
は
漁

業
や
農
業
も
盛
ん
で
あ
り
、
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
熱
電
併
給

や
水
の
熱
化
学
分
解
に
よ
る
副
生

酸
素
ガ
ス
の
利
用
（
栽
培
漁
業
、

漁
船
、
温
室
栽
培
等
）
に
対
す
る

地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま

す
。水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
移

行
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
流
通
形
態
の

変
化
に
留
ま
ら
ず
、
副
生
ガ
ス
、

冷
熱
等
の
有
効
利
用
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
産
業
技
術
の
変
革
を
と

も
な
う
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
産
学
官
の
連

携
だ
け
で
は
技
術
面
に
注
目
が
偏

る
可
能
性
が
あ
り
、
大
洗

町
の
特
色
を
活
か
し
た
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
方

策
を
生
み
出
す
に
は
一
般

町
民
の
参
加
を
得
る
こ
と

が
有
効
で
す
。
そ
こ
で
、

産
学
官
と
一
般
町
民
の
連

携
に
よ
る
大
洗
町
水
素
利

用
検
討
会
を
平
成
16
年
12

月
に
設
置
し
ま
し
た
。
検

討
会
は
、
水
素
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
現
状
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
大
洗
町

に
お
け
る
水
素
の
産
業
利

用
の
可
能
性
等
に
関
す
る

大
洗
町
水
素
利
用
検
討

会
の
設
置

は
じ
め
に

大洗町水素利用検討会�

水
素
へ
の
期
待
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オ
、
技
術
開
発
戦
略
等
）、
原
子

力
に
よ
る
水
素
製
造
の
長
所
等
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
回
と
第

３
回
の
検
討
会
で
は
、
家
庭
用
定

置
型
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
と
水
素

自
動
車
に
関
す
る
技
術
開
発
動
向

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
資
源
循
環
型
集
合
住
宅

モ
デ
ル
構
想
と
一
般
廃
棄
物
を
利

用
し
た
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
第
４
回
の
検
討

会
で
は
、
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
の

水
素
流
通
媒
体
と
し
て
の
活
用
、

原
子
力
に
よ
る
水
素
製
造
、
大
洗

町
か
ら
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

の
展
望
を
討
論
し
ま
し
た
。
第
４

回
と
第
５
回
の
検
討
会
で
は
、
原

子
力
に
よ
る
水
素
製
造
（
大
洗
）

と
水
素
自
動
車
の
実
証
試
験
（
千

住
）
に
関
す
る
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
。
第
６
回
検
討
会
で
は
、
第

１
回
か
ら
第
５
回
ま
で
の
成
果
を

ま
と
め
た
報
告
書
案
の
審
議
を
行

い
、
報
告
書
を
８
月
に
発
行
す
る

予
定
で
す
。
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ー
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基  

調  

講  

演�

基  

調  

講  

演�

・
大
洗
は
多
様
な
魅
力
が
あ
り
、

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

全
体
的
イ
メ
ー
ジ
（
象
徴
）
の
よ

う
な
も
の
が
な
い
の
で
は
な
い

か
。

・
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
の
た
め
の
連

携
に
は
ど
の
よ
う
な
形
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

・
大
学
と
町
の
連
携
協
定
に
ど
ん

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
か
。

当
社
の
弁
当
を
新
聞
社
や
放
送

局
に
持
ち
込
ん
で
食
べ
て
も
ら
う

い
ま
や
定
住
人
口
を
増
や
す
の

は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
交
流
次
元

（
交
流
ア
イ
テ
ム
）
上
の
「
交
流

人
口
」
拡
大
の
対
策
を
講
じ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
町
に
滞
留

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
大
洗
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
定
義
し
て
み
ま
す
。

「
マ
リ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
／
ヘ
ル

ス
／
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
・
タ
ウ
ン
」
大
洗

海
の
ス
ポ
ー
ツ
、
海
に
ま
つ
わ
る

健
康
増
進
そ
し
て
海
の
文
化
に
関

連
す
る
多
様
な
「
イ
ベ
ン
ト
」

（
行
事
）
や
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」

（
大
会
）
が
い
つ
で
も
開
催
で
き

る
町
。
交
流
人
口
を
拡
大
し
観
光

立
町
を
目
指
す
大
洗
町
の
ひ
と
つ

の
方
向
と
し
て
提
案
し
ま
す
。
全

国
規
模
の
行
事
や
大
会
を
誘
致

し
、
文
化
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ
ル
・

旅
館
そ
の
他
公
共
施
設
の
会
議
室

を
、
展
示
場
や
会
議
室
と
し
て
活

用
。
観
光
協
会
、
商
工
会
、
農
漁

協
、
市
民
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）

そ
し
て
役
場
が
連
携
す
る『
地
域
』

で
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ

ー
」（
誘
致
組
織
・
機
構
）
を
組

織
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
成
果
が

見
え
て
き
ま
す
。

徳
川
斉
昭
公
は
「
改
革
と
は
担

う
人
材
を
育
成
し
、
大
胆
に
ま
ち

を
作
り
変
え
る
こ
と
」
つ
ま
り
今

の
こ
と
を
や
る
の
で
は
な
く
、
将

来
子
孫
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

役
場
だ
け
で
行
政
改
革
や
交
流

人
口
の
拡
大
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
民
衆
の
思
い
を
集
め
、
そ
の
群

れ
な
す
力
を
宣
べ
て
」
改
革
や
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。

パ 

ネ 

ル 

討 

論 

会�

パ 

ネ 

ル 

討 

論 

会�
地
域
連
携
協
定
に
よ
っ
て
、
地

域
で
の
様
々
な
課
題
解
決
や
、
活

性
化
の
た
め
に
、
町
と
大
学
が
共

に
力
を
注
ぐ
地
域
連
携
を
進
め
る

た
め
大
洗
町
と
茨
城
大
学
人
文
学

部
は
、
本
年
４
月
13
日
に
地
域
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
今
般
、
締
結
を
記
念
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
６
月
12
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
大
洗
町
の

主
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
観
光
を

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
進
め
る
た
め
、
連
携

の
あ
り
方
や
情
報
発
信

な
ど
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

討
論
会
を
行
い
ま
し

た
。パ

ネ
ル
討
論
会
に
先

立
ち
、
他
地
域
か
ら
大

勢
が
訪
れ
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
く
「
交
流

人
口
」
を
も
と
に
、
大

洗
の
今
後
の
観
光
立
町

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
基
調
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

文化センター大会議室　約180名の住民や学生の皆さんが聴き入
っていました。

茨城大学
地域総合研究所長

斎藤　義則教授

問
題
提
起

万年屋代表取締役

鈴木　良成さん

情
報
提
供
と
個
人
の
取

組
み
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こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
ず
個
人
が
が
ん
ば
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
今

は
個
人
が
爆
発
す
る
場
が
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
徹
夜
で

議
論
す
る
く
ら
い
の
こ
と
で
な
け

れ
ば
連
携
と
い
う
の
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
う

の
で
す
。

「
お
客
様
は
宿
に
泊
ま
る
の
で

は
な
く
観
光
地
に
泊
ま
る
」
つ
ま

り
魅
力
的
な
観
光
地
と
な
る
た
め

の
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
社
会
に
向
け
た
滞
在
保
養
型
リ

ゾ
ー
ト
の
あ
り
方
も
考
え
て
行
き

た
い
。

今
、
漁
協
や
海
の
大
学
と
連
携

が
取
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
海
岸
線

や
自
然
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
人

た
ち
と
連
携
す
れ
ば
、
必
ず
上
手

く
行
く
と
思
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
・
旅
館
と
海
の
大
学
の

事
業
連
携
に
つ
い
て
、
な
か
な
か

直
接
話
を
す
る
機
会
が
得
ら
れ
な

く
て
、
伝
え
た
い
思
い
を
伝
え
る

こ
と
も
で
き
ず
非
常
に
は
が
ゆ
く

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
海
の
大
学
は
、
団

塊
の
世
代
の
住
民
も
ど
ん
ど
ん
教

授
と
な
っ
て
、
地
域
の
方
が
活
躍

で
き
る
場
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

大
洗
は
レ
ト
ロ
の
お
宝
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
ら
し
焼
や
、

み
つ
団
子
な
ど
お
い
し
い
も
の
が

食
べ
ら
れ
る
穴
場
が
、
海
の
す
ぐ

隣
の
商
店
街
に
あ
り
ま
す
。「
海

町
の
ユ
ニ
ー
ク
な
商
店
街
を
、
大

洗
町
の
観
光
資
源
と
し
て
、
観
光

客
の
動
線
の
中
に
取
り
込
む
こ
と

が
重
要
で
す
。

■
斎
藤
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
（
町
と
の

連
携
の
）
ス
タ
ー
ト
地
点
で
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
進
め
て
い
く
か
研

究
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
構
想
中

で
す
。
連
携
と
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
す
か
ら
、
つ
な
げ
る
の
が
難

し
い
と
き
に
は
大
学
を
使
っ
て
く

だ
さ
い
。
大
学
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

提
案
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
後
の
取
組
み

今
後
の
大
洗
町
と
茨
城
大
学
の

連
携
に
当
た
っ
て
は
、
町
の
事
業

や
取
組
み
、
大
学
の
教
授
や
学
生

の
研
究
を
大
学
や
町
が
そ
れ
ぞ
れ

補
完
す
る
形
で
進
め
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
実
際
に
学
生

が
町
な
か
で
活
動
す
る
機
会
も
増

え
、
大
学
か
ら
も
地
域
の
実
態
や

こ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提

案
が
出
さ
れ
、
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
が
よ
り
一
層
進
め
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

大
洗
町
に
数
多
い
観
光
資
源

は
、
商
品
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の

商
品
を
売
る
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

戦
略
で
留
意
す
べ
き
は
、
開
発
す

べ
き
観
光
客
が
、
情
報
を
伝
え
る

の
に
粘
り
強
い
様
々
な
努
力
が
必

要
な
「
個
人
客
」
か
、
そ
れ
と
も

旅
行
代
理
店
と
交
渉
･
契
約
し
、

観
光
バ
ス
を
引
っ
張
っ
て
く
る
こ

と
で
取
り
込
め
る
「
組
織
客
」
か

と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
国
内
だ

け
で
な
く
、
海
外
に
も
目
を
向
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
経
済
力

を
付
け
た
ア
ジ
ア
の
観
光
客
は
、

近
い
将
来
日
本
の
観
光
地
に
ど
っ

と
や
っ
て
来
ま
す
。

連
携
の
面
で
は
、
県
内
の
大
型

観
光
地
同
士
だ
け
で
な
く
、
大
洗

町
内
の
観
光
資
源
そ
の
も
の
が
点

か
ら
線
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が
観

光
ル
ー
ト
開
発
で
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
民

の
連
携
と
い
う
意
識
面
を
考
え
る

と
、
農
業
・
商
業
従
事
者
や
大
洗

の
魅
力
に
加
え
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
の
小
ネ
タ
」
で
勝
負
で
き
る
と

い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
ど

う
発
信
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
町
と
な
る
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
も
大
学
と
の
連
携
に
よ
っ

て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し

た
の
で
、
今
後
大
学
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

一
方
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
基
本
的
に
個
々
が
頑
張
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
・
団
体
が
連

携
を
と
る
こ
と
が
、
元
気
な
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

町
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
意
識
改
革
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

金波楼支配人

石井　盛志さん

統
一
性
と
特
徴
を
連
携

で
協
調

NPO大洗海の大学

大山　吐志さん

参
加
し
連
携
で
き
る
環

境
に

茨城大学大学院
理工学研究科

葛西　紘子さん

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
、
お

宝
が
眠
る
ま
ち

町長公室

橋　正彦室長

個
々
の
頑
張
り
あ
っ
て

の
連
携

茨城大学人文学部

松井　陽通教授

持
ち
前
の
独
創
性
を
活

か
す
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参
加
費
／
２
、０
０
０
円
／
１
名

（
２
回
目
以
降
は
１
、５
０
０
円
）

開
催
場
所
／
大
洗
海
の
大
学
　

対
象
／
18
歳
以
上
　
30
名
【
最
少

催
行
人
員
10
名
】

内
容
／
大
洗
名
物「
大
ハ
マ
グ
リ
」

の
殻
を
使
い
、
内
側
の
部
分
に
季

節
の
絵
柄
を
描
く
教
室
で
す
。

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン

「
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
」

日
時
／
７
月
25
日
（
月
）、
７
月

29
日
（
金
）、
８
月
３
日
（
水
）、

８
月
10
日
（
水
）
９
時
〜
12
時

参
加
費
／
小
学
生
２
、０
０
０
円
、

中
学
生
以
上
２
、５
０
０
円
、
親

子
４
、０
０
０
円

開
催
場
所
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

対
象
／
小
学
校
４
年
生
以
上
　
30

名
【
最
小
催
行
人
員
10
名
】

持
ち
物
／
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
、
ウ
ェ

ッ
ト
ス
ー
ツ
（
両
方
と
も
レ
ン
タ

ル
で
き
ま
す
。
各
１
、０
０
０
円
）

水
着
、
着
替
え
（
寒
い
時
の
た
め

長
袖
等
）、
大
き
め
の
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
帽
子
、
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ

ル「
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
教
室
」

日
時
／
７
月
29
日
（
金
）、
８
月

10
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

参
加
費
／
小
学
生
２
、０
０
０
円
、

「
浜
辺
ア
ー
ト
教
室
」

日
時
／
７
月
24
日
（
日
）
９
時
30

分
〜
15
時
の
間
い
つ
で
も
で
き
ま

す
。

参
加
費
／
海
賊
染
め
１
、５
０
０

〜
２
、０
０
０
円
、
海
藻
押
し
葉

３
０
０
円
、
お
魚
マ
グ
ネ
ッ
ト

３
０
０
円

開
催
場
所
／
大
洗
海
の
大
学
　
研

修
実
習
室

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す内
容
／
海
辺
の
生
き
物
を
使
い
、

ハ
ン
カ
チ
な
ど
に
デ
ザ
イ
ン
を
す

る
「
海
賊
染
め
」。
海
藻
を
使
っ

て
し
お
り
や
は
が
き
を
作
る
「
海

藻
押
し
葉
」。
紙
粘
土
で
海
の
生

き
物
を
作
る
「
お
魚
マ
グ
ネ
ッ

ト
」。
お
好
き
な
も
の
を
選
ん
で
、

海
の
ア
ー
ト
に
挑
戦
！

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
（
ア
メ
フ
ラ

シ
を
使
っ
て
の
「
海
賊
染
め
」
を

希
望
の
方
は
、
長
靴
、
タ
オ
ル
、

帽
子
等
を
持
参
の
上
、10
時
集
合
）

「
貝
あ
わ
せ
教
室
」

日
時
／
７
月
24
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
16
時
　

「
ヨ
ッ
ト
体
験
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
」

日
時
／
７
月
24
日
（
日
）
《
午
前

か
午
後
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
下

さ
い
》

午
前
の
部
　
９
時
30
分
〜
12
時

午
後
の
部
　
13
時
30
分
〜
16
時

参
加
費
／
２
、０
０
０
円
／
１
名

（
１
艇
チ
ャ
ー
タ
ー
の
場
合
は

１
０
、０
０
０
円
）

開
催
場
所
／
大
洗
マ
リ
ー
ナ
と
太

平
洋
　
（
※
大
洗
マ
リ
ー
ナ
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
１
Ｆ

Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム

集
合
）

対
象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）【
最
少
催
行
人
員

４
名
】

内
容
／
大
洗
マ
リ
ー
ナ
に
艇
を
置

く
ク
ル
ー
ザ
ー
ヨ
ッ
ト
の
オ
ー
ナ

ー
と
一
緒
に
太
平
洋
に
出
航
す
る

講
座
。

持
ち
物
／
着
替
え
（
寒
い
時
の
た

め
の
長
袖
等
）、
飲
み
物
、
帽
子
、

濡
れ
て
も
よ
い
靴
（
色
つ
き
の
底

の
靴
は
絶
対
に
ご
遠
慮
下
さ
い
。

ヨ
ッ
ト
の
船
内
を
汚
し
ま
す
）、

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
よ
い
止
め
の
薬

大
洗
海
の
大
学

７
月
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

中
学
生
以
上
２
、５
０
０
円

開
催
場
所
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

対
象
／
小
学
校
４
年
生
以
上
　
30

名
【
最
少
催
行
人
員
10
名
】

持
ち
物
／
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
（
レ

ン
タ
ル
料
１
、０
０
０
円
）、
ボ
ー

ド
（
レ
ン
タ
ル
料
５
０
０
円
）、

水
着
、
着
替
え
（
寒
い
時
の
た
め

長
袖
等
）、
大
き
め
の
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
帽
子
、
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ

ル「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ヨ
ッ
ト
交

流
ふ
ぇ
す
た
」

日
時
／
７
月
30
日
（
土
）

10
時
〜
15
時
　

参
加
費
／
２
、０
０
０
円
／
１
名

（
お
弁
当
付
き
）
飲
み
物
は
ご
持

参
下
さ
い
。

開
催
場
所
／
涸
沼
　
松
川
漁
港

対
象
／
車
い
す
利
用
の
小
中
学
生

10
名
　
車
い
す
を
利
用
し
な
い
小

中
学
生
　
10
名

内
容
／
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ヨ
ッ
ト
や

カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
日
常
で
は
体
験

出
来
な
い
水
の
上
に
浮
か
ぶ
と
い

う
感
覚
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

す
。

持
ち
物
／
着
替
え
（
寒
い
時
の
た

め
の
長
袖
等
）、
飲
み
物
、
帽
子
、

濡
れ
て
も
よ
い
靴
（
色
つ
き
の
底

の
靴
は
絶
対
に
ご
遠
慮
下
さ
い
。

ヨ
ッ
ト
の
船
内
を
汚
し
ま
す
）、

ビ
ニ
ー
ル
袋

　大洗海岸は、磯場に恵まれ、魚や海藻などの宝
庫です。その自然環境で海の中をのぞいてみまし
ょう！何が見えますか？どんなお魚がいますか？�
　正しくスノーケルをつけて楽しくのぞいてみま
しょう。国際ダイビングスクール協会の資格を持
ったインストラクターが正しい器具の付け方や使
い方を親切に指導します。初級「マンボウ」中級
「ペンギン」の認定書を発行します。�

子どもスノーケル体験教室�子どもスノーケル体験教室�
〈カリキュラム紹介〉�

子どもスノーケル体験教室�子どもスノーケル体験教室�



レスリングの沼尻直杯第31回全国中学生選手権
大会が6月11日・12日、水戸市県立スポーツセ
ンターで開催
され、男子フ
リースタイル
73キロ級で
菊池　崚君
（大洗南中）
が堂々の3位
入賞を果たし
ました。

全国中学レスリング大会
菊池　崚君（大洗南中）3位入賞
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本格いも焼酎「大洗」の7月1日発売を前

に、6月21日、大洗町観光協会、JA水戸、

大洗町関係者による記者発表を行いました。

大洗町そ菜生産連合会と大洗町が中心とな

り、特産品食用「紅あずま」を原料に開発し

たものであり、まろやかで癖のない味を実現

しました。

町内の宿泊施設や飲食店にメニューとして

並べるほか、酒店でお土産として売り出しま

す。

― 大洗産さつまいも｢紅あずま｣使用 ―

本格いも焼酎「大洗」発表

心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し

7月に入りいよいよ夏本番。海開きを間近に控
え関係の皆様も準備に追われていることと存じ
ます。
さて、去る6月18日、客船「にっぽん丸」が

大洗港に初入港しました。大洗港が国における
ビジット・ジャパンキャンペーンのクルーズポ
ートとして位置づけられての記念すべき初入港
でした。｢心のこもったホスピタリティ溢れる歓
迎を｣の思いを形にすべく、大洗港振興協会を中
心にさまざまな取り組みを行いました。
当日は、あいにくの天気にもかかわらず和太

鼓の演奏で入港をお迎えし、保育園児が手作り
折り紙と飴をプレゼント、大洗高校マーチング
バンドの皆さんは、降る雨にも休むことなくす
ばらしい演奏を披露してくださいました。約2千
名の町民の皆さまのホスピタリティ溢れる熱烈
な歓迎に、にっぽん丸の船長はじめ多くの皆さ
まから、「このような素晴らしい歓迎を受けたの
は初めて。是非また大洗に来たいです。」など、心あたたま
るお言葉を頂き、大変うれしく心強く感じた次第であります。
出港時には祭ばやしや磯節の披露、岸壁には多くの方々が、
｢さようなら・・また来てください｣の思いを込めてペンライ
トによるお見送り、夜空を彩った花火は別れを惜しむにふさ
わしいものとなりました。そのような取り組みに感動された
みなさまからお礼のハガキを戴いております。町民みなさま
の温かい心づかいが、訪れた方々に感動をあたえ次なる客船
の誘致につながることと確信をしております。
わが町が観光立町を目指すにあたり、大洗港を中心とした

港賑わいまちづくりの充実を図っていくことも大切です。あ
わせて、去る6月26日のクリーンアップ大洗や、はまひるが
おの群生を願っての移植を行った取り組みなどは、まさしく
ここに住むみなさんの潤い、やすらぎなどであり、環境と心
が一体となりこの町に住んでよかったと感じること、さらに、
この様な取り組みの姿勢から生まれるおもてなしの心、ホス
ピタリティが大洗に訪れる方々にもすばらしい町と感じても
らえるスタートです。
夏の観光シーズンに入り、大洗町に多くの観光客が訪れま

す。これからも引続き、「心のこもったおもてなしの心」を
大切にし、皆さまと共に心癒される観光地を目指していきま
しょう。

表彰６
月
３
日
、
多
年
に
わ
た
り
町
村
全
般
の
発
展
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
民
間
自
治
功
労
者
と
し
て
、
柵
山

美
代
子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

柵
山
さ
ん
は
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
11
年
間
、
幼
稚
園
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
連

携
の
充
実
を
図
り
、
学
校
教
育

及
び
幼
児
教
育
の
振
興
、
生
涯

学
習
の
推
進
、
茨
城
県
初
の
教

科
教
室
型
方
式
の
採
用
な
ど
、

本
町
教
育
の
充
実
・
発
展
に
貢

献
し
ま
し
た
。

県
町
村
会
か
ら

民
間
自
治
功
労
で
表
彰



支給の対象となる児童�
①父母が婚姻を解消した児童�
②父が死亡した児童�
③父が一定の障害の状態にある児童�
④父の生死が不明である児童�
⑤父が継続して１年以上遺棄している児童�
⑥父が継続して１年以上刑務所等に拘禁されている児
　童�
�
�
⑦母が婚姻によらないで生まれた児童�
⑧母が子を懐胎した当時の事情が不明である児童�
※事例により手当が支給されない場合があります�

児　童　手　当�称�

的�

制限�

受け　�
れる人�

（月額）�

ける�
手続き�

児童扶養手当�

　児童を養育している方に対し、家庭での生活の安
定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健
全な育成および資質の向上に資することを目的とし
て支給します。�

３歳未満の児童を養育している方�
　　　　　　　　　　（児童手当・特例給付）�
�
３歳以上９歳以下（９歳の誕生日から最初の３月31
日までにある者）の児童を養育している方（小学校
第３学年修了前特例給付）�

　出生や転入により新たに受給資格が生じた場合、
市町村の窓口（公務員は勤務先）に｢認定請求書｣の
提出が必要です。�
〔必要書類〕�
①年金加入証明書または保険証の写（請求者がサラ
　リーマンである場合）�
②児童手当用所得証明書（当該市町村にその年の１
　月１日に住所のない方）�
③請求者本人名義の金融機関の口座番号�
※この他、必要に応じて提出する書類がありますの
　で、提出先で確認してください。�

　父母の離婚などにより、父親と生計をともにしてい
ない児童の母親、あるいは母に代わりその児童を養育
している方に対し、児童の健やかな成長を願い支給し
ます。�

　住所地の市町村へ認定請求書の提出が必要になりま
す。この手当は県の各福祉事務所で県知事の認定をう
けることにより支給されます。�
　手当を受ける方の支給要件により添付する書類が異
なりますので、市町村の提出先で確認してください。�
�
※ご注意を!!�
　受給資格がなくなった方は、必ず資格喪失届を提出
してください。届出をしないまま手当を受けた場合、
その期間の手当を全額返還していただくことになりま
すので、御注意ください。�

第１子　　 　　5,000円�
第２子　　 　　5,000円�
第３子以降　　10,000円�

対象児童数�
　１人�
　２人�
　３人�
　４人以上１人につき　3,000円ずつ加算�

全部支給�
41,880円�
46,880円�
49,880円�

一部支給�

全部支給�

45.8万円�

90.4万円�

132.6万円�

174.8万円�

217.0万円�

259.2万円�

一部支給�

154.0万円�

192.0万円�

230.0万円�

268.0万円�

306.0万円�

344.0万円�

�

236.0万円�

274.0万円�

312.0万円�

350.0万円�

388.0万円�

426.0万円�

�

0人�

1人�

2人�

3人�

4人�

5人�

配偶者、扶養義務者、養�
育者の所得制限限度額�

受給資格者本人の所得制限限度額�
扶養親族の数�

301.0万円�

339.0万円�

377.0万円�

415.0万円�

453.0万円�

491.0万円�

460.0万円�

498.0万円�

536.0万円�

574.0万円�

612.0万円�

650.0万円�

扶養親族の数�

0人�

1人�

2人�

3人�

4人�

5人�

国民年金� 厚生年金等�

受給資格者本人の所得制限限度額�

年間収入額の増加に応じて
手当額を加えた総収入額がな
だらかに増加するよう手当額
を41,870円（月額）から9,880円
（月額）まできめ細かく設定。�

・浜っ子すこやか報奨金のこと�

2005.7.5 広報おおあらい　（8）



名　

目　　

所得の 

手当を 
　　ら 

支給額

手当をう 
　ための 

特別児童扶養手当�

　精神や身体に障害のある20歳未満の児童を監護している
父もしくは母、または父母にかわってその児童を養育して
いる方に対し、児童の福祉の増進を図ることを目的として
支給します。�

等級　　　対象児童1人につき�
　１級　　50,900円�
　２級　　33,900円�

　住所地の市町村へ請求書の提出が必要になります。この
手当は県知事の認定をうけることにより支給されます。�
〔必要書類〕�
①請求者と対象児童の戸籍謄（抄）本　（外国人の方は記
　載事項証明書）�
②請求者と対象児童の含まれる世帯全員の住民票の写し�
③所定の診断書（用紙は市町村に備えてあります）�
④印鑑と請求者本人名義の郵便貯金通帳�
※この他、必要に応じて提出する書類がありますので、提
　出先で確認してください。�

459.6万円�

497.6万円�

38万円ずつ加算�

628.7万円�

653.6万円�

21.3万円ずつ加算�

0人�

1人�

2人以上�

1人につき�

配偶者、扶養義務者、養�
育者の所得制限限度額�

受給資格者本人の所得�
制限限度額�

扶養親族の数�

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
・
浜
っ
子
す
こ
や
か
報
奨
金
は
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
請
求
し
な
い
と
手
当
て
が
受
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

問
合
せ
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係
�

　
　
　
　
@
（
2
6
7
）
5
1
1
1
�

　
　
　
　
�

対象となる障害の程度�
特別児童扶養手当１級�
①身体障害者手帳のおおむね１級・２級程度に該当するも�
　の（内部的疾患を含む）�
②療育手帳の総合判定が¿・Ａ程度の知的障害または同程�
　度の精神障害のもの�
特別児童扶養手当２級�
①身体障害手帳のおおむね３級程度に該当するもの（内部�
　的疾患を含む）�
②療育手帳の総合判定がＢ程度の知的障害または同程度の�
　精神障害のもの�
※ただし、児童が障害による公的年金を受けられる場合や、児童が児童福
祉施設（保育所・通園施設等を除く）に入所している場合は受給できません。�

　大洗町では、少子化による児童数の減少

に伴い出生を奨励し、また、家庭環境の変

化による父子家庭等の児童の育成に資する

ことを目的に報奨金を下記により支給します。�

１　就学前の児童を養育している父子家庭

等（年度ごとに支給）�

　　4月1日に住民登録がある方�

　　第1子　　　50,000円の商品券�

　　第2子以降　25,000円の商品券�

２　平成13年4月2日以降に出生した第3子

目以上の児童を養育している方�

　　現金100,000円（1人あたりとし、�

　　小学校就学時に支給）�

�

＊上記1、2とも大洗町に住民登録されてい

るものとする。また、転入者については1

は月割とし、2は年割とする。基準日は4

月1日とする。�

＊2に該当する方で大洗町に戸籍がない方は、

謄本をお持ちください。�

�

※町独自の制度です。�

大洗町浜っ子すこやか報奨金の�
受給手続きについて�

児童手当・児童扶養手当�
　　　特別児童扶養手当 

（9） 広報おおあらい　2005.7.5
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対
象
／
町
内
在
住
で
、
平
成
17
年

１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
金

婚
式
を
迎
え
る
夫
婦
（
昭
和
30
年

に
婚
姻
さ
れ
た
夫
婦
）

☆
戸
籍
上
の
婚
姻
に
限
り
ま
す
。

申
請
期
限
／
８
月
１
日
（
月
）

☆
申
請
用
紙
は
福
祉
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

選
考
／
審
査
・
決
定
後
、
敬
老
会

で
表
彰
し
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
内
線
１
５
１
）

対
象
／
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
要

介
護
４
・
５
に
相
当
す
る
高
齢
者

を
、
過
去
一
年
間
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族

支
給
金
／
10
万
円

申
請
期
間
／
８
月
１
日
〜
31
日

☆
申
請
用
紙
は
福
祉
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
内
線
１
５
１
）

国
民
年
金
の
任
意
加
入
期
間
に

金
婚
式
（
結
婚
50
周
年
）

記
念
表
彰

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

特
別
障
害
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

INFORMATION

大洗町役場@267-5111

くらしの情報�

加
入
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い

な
い
障
害
者
の
方
に
対
し
て
、
国

民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お
い

て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に
か
ん
が

み
、
福
祉
的
措
置
と
し
て
「
特
別

障
害
給
付
金
制
度
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

支
給
の
対
象
と
な
る
方

◇
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用

者
（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
等
の

加
入
者
）
の
配
偶
者

◇
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

で
あ
っ
て
、
当
時
、
任
意
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日

が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

１
級
・
２
級
相
当
の
障
害
に
該
当

す
る
方
。
た
だ
し
、
65
才
に
達
す

る
日
の
前
日
ま
で
に
当
該
障
害
状

態
に
該
当
さ
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
障

害
厚
生
年
金
・
障
害
共
済
年
金
な

ど
を
受
給
で
き
る
方
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
給
付
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
社
会
保
険
庁
長
官
の
認
定

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課（
内
線
１
６
０
）

　区　　　　　　　　　分�

生活保護世帯�

町民税非課税世帯�

町民税所得割非課税世帯�

園児（第1子）�

�

20,000

園児（第2子）�

�

36,000

園児（第3子）�

�

52,000

　区　　　　　　　　　分�

生活保護世帯・町民税非課税世帯�

町民税所得割非課税世帯�

町民税所得割税額8,800円以下の世帯�

町民税所得割税額102,100円以下の世帯�

園児（第1子）�

136,800�

104,200�

79,900�

56,100

園児（第2子）�

178,000�

155,000�

138,000�

122,000

園児（第3子）�

220,000�

207,000�

197,000�

187,000

私立幼稚園・年間支給額（単位：円）�

公立幼稚園・年間支給額（単位：円）�

幼稚園就園奨励費補助金の支給について
大洗町在住で町外の幼稚園に通うお子さんがいる世帯に

は、家族全員の収入額に応じ補助金が支給されます。該当さ
れると思われる方は7月29日（金）までに学校教育課まで
ご連絡ください。
問合せ先／学校教育課（内線353）

し
た
方

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計

関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚

姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方

又
は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組

し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。）

４
、
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
、
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金（
第
八
回
特
別
弔
慰
金
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
の
対
象
者

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料

や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

１
、
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

等
内
の
親
族

(

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。)

支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名

国
債

請
求
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20

年
３
月
31
日
ま
で

請
求
窓
口

福
祉
課
社
会
福
祉
係
　

（
内
１
５
１
・
１
５
２
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ



今 月 の

納

税
固定資産税（第2期）
下水道受益者負担金

納期は8月1日までです。

町の人口と世帯
（5月末現在）

人　口　19,239人　（－04）

男　　 9,564人　（－00）

女　　 9,675人　（－04）

世帯数　 6,828世帯

転入 035人　　転出 047人

出生 020人　　死亡 014人

曜�

土�

水�

火�

金�

日�

16�

20�

26�

5

関係者�

一般有料�

関係者�

関係者�

ホール�
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大・中会議室�

ホール�

9:00�

18:30�

9:00�

12:00

催　事　内　容�

●大洗文化センター●　　　@266-2442

月�

�

7�

�

8

北海道洋上体験学習事前研修�

モンゴルの大草原の踊り（日中友好協会）�

那珂湊一高PTA大洗地区懇談会�

吹奏楽練習（佐和高校）�

入場方法�開催場所�開始時間�

（11） 広報おおあらい　2005.7.5

第27回東海まつり（東海村）�
東海まつり�
日時／8月6日（土）�
会場／駅東大通り（JR東海駅東口を出てすぐ！）�
内容／オープニングセレモニー、東海音頭・山車・みこし・子ど
もみこしなどのパレード�
花火大会�
日時／8月7日（日）�
会場／阿漕ヶ浦公園（国道245号沿い）�
問合せ／東海まつり実行委員会事務局（@029-283-2141）�

休
館
日
／

７
月
18
日
（
月
）
・
25
日
（
月
）

８
月
１
日
（
月
）
・
８
日
（
月
）

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜
16
時
30

分
　
※
７
月
20
〜
８
月
31
日
は
９

時
30
〜
17
時
30
分

貸
出
期
間
／
２
週
間（
一
人
３
冊
）

図
書
室

日
時
／
７
月
21
日
（
木
）

10
時
〜
15
時

場
所
／
役
場
３
階
会
議
室

相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
／
町
長
公
室

（
内
線
２
１
６
・
２
１
２
）

特
設
人
権
相
談

大
洗
町
職
員
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

試
験
区
分
／
一
般
事
務
・
消
防
業

務
（
若
干
名
）

受
験
資
格
／

①
の
資
格
を
有
し
、
②
の
欠
格
事

項
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人

①
受
験
資
格

ア．

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
卒
業
又
は
大
学
卒

業
見
込
み
の
人

イ．

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
短
大
卒
業
又
は
短
大
卒

業
見
込
み
の
人

ウ．

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
高
校
卒
業
又
は
高
校
卒

業
見
込
み
の
人

②
欠
格
事
項

ア．

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人

イ．

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
規

定
に
該
当
す
る
人

試
験
日
及
び
試
験
場
／

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
）

平
成
17
年
９
月
18
日
（
日
）

茨
城
大
学

第
２
次
試
験
　
10
月
中
旬
（
第
１

次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。）

受
験
手
続
／
申
込
用
紙
は
総
務
課

総
務
係
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用

紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
返
信
用
封

筒
（
あ
て
先
明
記
、
１
２
０
円
切

手
貼
付
）を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
７
月
１
日
〜
８
月
１

日申
込
先
・
問
合
せ
／

総
務
課
総
務
係
（
内
線
２
３
１
）

〒
３
１
１
の
１
３
９
２
　
大
洗
町

磯
浜
町
６
８
８
１
の
２
７
５

区分�

大型車�

中型車�

普通車�

二輪・原付�

サンビーチ�

3,000円�

1,300円�

1,000円�

400円�

大洗海岸�

2,390円�

990円�

780円�

320円�

●駐車料金�

５
歳
児
か
ら
中
学
生
を
対
象

に
、海
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
町
営
駐
車
場
の

無
料
券
を
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

園
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。（
１

世
帯
あ
た
り
２
枚
）

町
内
在
住
で
町
外
の
学
校
に
通

う
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は
、

商
工
観
光
課
（
内
線
３
３
３
）
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

親
子
海
ふ
れ
あ
い
事
業

無
料
駐
車
券
の
配
布

有
料
期
間
／
７
月
16
日
（
土
）
〜

８
月
21
日
（
日
）

夏
期
有
料
駐
車
場
の
開
設

大
洗
町
職
員
採
用
試
験

カデットアジアレスリング選手権大会
開催日 7月28日（木）～30日（土）
会　場 大洗町総合運動公園　体育館

第1回全日本ビーチ・レスリング
オープントーナメントIN大洗大会
開催日 7月31日（日）
会　場 大洗サンビーチ


